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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サービング基地局によって、仮想セル識別情報（ＩＤ）のセットを識別することと、こ
こにおいて、仮想セルＩＤの前記セットは、前記サービング基地局によってサービスされ
るユーザ機器（ＵＥ）が配置される協調通信クラスタ内に配置された１つまたは複数の送
信ポイントと、１つまたは複数のネイバリング協調通信クラスタ内に配置された１つまた
は複数のネイバリング送信ポイントとのうちの少なくとも１つに対応する、
　前記サービング基地局によって、仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤに関連す
る１次セルＩＤに従って、送信において使用するために利用可能な前記各仮想セルＩＤを
仮想セルＩＤの１つまたは複数のサブセットにグループ化することと、
　前記サービング基地局によって、前記ＵＥに仮想セルＩＤの前記１つまたは複数のサブ
セットを送信することとを備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記各仮想セルＩＤが、復調基準信号（ＤＭＲＳ）スクランブリングＩＤとの前記各仮
想セルＩＤの１つまたは複数の組合せに対応する、または、
　仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤが、前記協調通信クラスタ中で行われる、
ダウンリンク共有チャネル通信と拡張ダウンリンク制御チャネル通信とに対応する、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複数のネイバ
リング協調通信クラスタとの組み合わせられたエリアに関連する仮想セルＩＤの最大総数
を半静的に選択することと、
　前記サービング基地局によって、協調クラスタごとの仮想セルＩＤの最大数に関連する
仮想セルＩＤの最大クラスタ数を半静的に選択することとをさらに備え、
　ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットを前記識別することが、仮想セルＩＤの前記
最大総数までの、および仮想セルＩＤの前記最大クラスタ数までの仮想セルＩＤの前記セ
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ットを識別することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記協調通信クラスタおよび前記１つまたは複数のネイバリング協調通信クラスタの各
々が、対応するマクロセル領域に関連する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記サービング基地局によって、送信において使用するために利用可能な各仮想セルＩ
Ｄの前記セットの各仮想セルＩＤを仮想セルＩＤの１つまたは複数のサブセットにグルー
プ化することは、前記サービング基地局によって、仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セ
ルＩＤに関連する１次セルＩＤに従って、および前記１次セルＩＤに関連する１つまたは
複数のチャネル状態情報（ＣＳＩ）リソースの各々に従って、送信において使用するため
に利用可能な前記各仮想セルＩＤを仮想セルＩＤの１つまたは複数のサブセットにグルー
プ化することを備える、請求項１乃至４のいずれか１に記載の方法。
【請求項６】
　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複数のネイバ
リング協調通信クラスタとの各々の中のチャネル状態情報（ＣＳＩ）リソースの数を半静
的に選択することと、
　前記サービング基地局によって、ＣＳＩリソースごとの仮想セルＩＤの最大数を半静的
に選択することと、
　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複数のネイバ
リング協調通信クラスタとの組み合わせられたエリアに関連する仮想セルＩＤの最大総数
を半静的に選択することとをさらに備え、
　ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットを前記識別することが、仮想セルＩＤの前記
最大総数にわたって仮想セルＩＤの前記セットを識別することを含み、
　ここにおいて、各仮想セルＩＤを前記グループ化することが、協調通信クラスタおよび
１つまたは複数のネイバリング協調通信クラスタごとのＣＳＩリソースの前記数に従って
、前記１つまたは複数のサブセットをグループ化することを含む、請求項５に記載の方法
。
【請求項７】
　前記１つまたは複数のＣＳＩリソースの各々が、対応するＣＳＩリソースインデックス
に従って識別される、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　実行されるときに、請求項１乃至７のいずれか一項に記載の方法を行うコードを備える
、コンピュータプログラム。
【請求項９】
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　サービング基地局によって、仮想セル識別情報（ＩＤ）のセットを識別することと、
ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットは、前記サービング基地局によってサービスさ
れるユーザ機器（ＵＥ）が配置される協調通信クラスタ内に配置された１つまたは複数の
送信ポイントと、１つまたは複数のネイバリング協調通信クラスタ内に配置された１つま
たは複数のネイバリング送信ポイントとのうちの少なくとも１つに対応する、
　　前記サービング基地局によって、仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤに関連
する１次セルＩＤに従って、前記各仮想セルＩＤを仮想セルＩＤの１つまたは複数のサブ
セットにグループ化することと、
　　前記サービング基地局によって、前記ＵＥに仮想セルＩＤの前記１つまたは複数のサ
ブセットを送信することとを行うように構成された、装置。
【請求項１０】
　前記各仮想セルＩＤが、復調基準信号（ＤＭＲＳ）スクランブリングＩＤとの前記各仮
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想セルＩＤの１つまたは複数の組合せに対応する、または、
　仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤが、前記協調通信クラスタ中で行われる、
ダウンリンク共有チャネル通信と拡張ダウンリンク制御チャネル通信とに対応する、請求
項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複数のネイバ
リング協調通信クラスタとの組み合わせられたエリアに関連する仮想セルＩＤの最大総数
を半静的に選択することと、
　前記サービング基地局によって、協調クラスタごとの仮想セルＩＤの最大数に関連する
仮想セルＩＤの最大クラスタ数を半静的に選択することとを行うための前記少なくとも１
つのプロセッサの構成をさらに備え、
　ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットを識別するための前記少なくとも１つのプロ
セッサの前記構成が、仮想セルＩＤの前記最大総数と仮想セルＩＤの前記最大クラスタ数
とにわたって仮想セルＩＤの前記セットを識別するための構成を含む、請求項９に記載の
装置。
【請求項１２】
　前記協調通信クラスタおよび前記１つまたは複数のネイバリング協調通信クラスタの各
々が、対応するマクロセル領域に関連する、請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤに関連する１次セルＩＤに従って、および
前記１次セルＩＤに関連する１つまたは複数のチャネル状態情報（ＣＳＩ）リソースの各
々に従って、前記各仮想セルＩＤを仮想セルＩＤの１つまたは複数のサブセットにグルー
プ化するように構成される、請求項９または１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複数のネイバ
リング協調通信クラスタとの各々の中のチャネル状態情報（ＣＳＩ）リソースの数を半静
的に選択することと、
　前記サービング基地局によって、ＣＳＩリソースごとの仮想セルＩＤの最大数を半静的
に選択することと、
　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複数のネイバ
リング協調通信クラスタとの組み合わせられたエリアに関連する仮想セルＩＤの最大総数
を半静的に選択することとを行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに
備え、
　ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットを識別するための前記少なくとも１つのプロ
セッサの前記構成が、仮想セルＩＤの前記最大総数にわたって仮想セルＩＤの前記セット
を識別するための構成を含み、
　ここにおいて、各仮想セルＩＤをグループ化するための前記少なくとも１つのプロセッ
サの前記構成が、協調通信クラスタおよび１つまたは複数のネイバリング協調通信クラス
タごとのＣＳＩリソースの前記数に従って、前記１つまたは複数のサブセットをグループ
化するための構成を含む、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数のＣＳＩリソースの各々が、対応するＣＳＩリソースインデックス
に従って識別される、請求項１３に記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０６】
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　[0091]　本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用できるよう
にするために提供したものである。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかにな
り、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の
変形形態に適用され得る。従って、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定さ
れるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を
与えられるべきである。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　サービング基地局によって、仮想セル識別情報（ＩＤ）のセットを識別するこ
とと、ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットは、前記サービング基地局によってサー
ビスされるユーザ機器（ＵＥ）が配置される協調通信クラスタ内に配置された１つまたは
複数の送信ポイントと、１つまたは複数のネイバリング協調通信クラスタ内に配置された
１つまたは複数のネイバリング送信ポイントとのうちの少なくとも１つに対応する、
　前記サービング基地局によって、仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤに関連す
る１次セルＩＤに従って、送信において使用するために利用可能な前記各仮想セルＩＤを
仮想セルＩＤの１つまたは複数のサブセットにグループ化することと、
　前記サービング基地局によって、前記ＵＥに仮想セルＩＤの前記１つまたは複数のサブ
セットを送信することとを備える、ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ２］　前記各仮想セルＩＤが、復調基準信号（ＤＭＲＳ）スクランブリングＩＤとの
前記各仮想セルＩＤの１つまたは複数の組合せに対応する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複数
のネイバリング協調通信クラスタとの組み合わせられたエリアに関連する仮想セルＩＤの
最大総数を半静的に選択することと、
　前記サービング基地局によって、協調クラスタごとの仮想セルＩＤの最大数に関連する
仮想セルＩＤの最大クラスタ数を半静的に選択することとをさらに備え、
　ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットを前記識別することが、仮想セルＩＤの前記
最大総数までの、および仮想セルＩＤの前記最大クラスタ数までの仮想セルＩＤの前記セ
ットを識別することを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］　仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤが、前記協調通信クラスタ中で行
われる、ダウンリンク共有チャネル通信と拡張ダウンリンク制御チャネル通信とに対応す
る、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］　前記協調通信クラスタおよび前記１つまたは複数のネイバリング協調通信クラ
スタの各々が、対応するマクロセル領域に関連する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］　前記協調通信クラスタが、前記サービング基地局のサービングマクロセル領域
に関連する、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］　前記１次セルＩＤが、前記サービング基地局によってブロードキャストされた
共通基準信号（ＣＲＳ）に対応する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］　サービング基地局によって、仮想セル識別情報（ＩＤ）のセットを識別するこ
とと、ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットは、前記サービング基地局によってサー
ビスされるユーザ機器（ＵＥ）が配置される協調通信クラスタ内に配置された１つまたは
複数の送信ポイントと、１つまたは複数のネイバリング協調通信クラスタ内に配置された
１つまたは複数のネイバリング送信ポイントとのうちの少なくとも１つに対応する、
　前記サービング基地局によって、仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤに関連す
る１次セルＩＤに従って、および前記１次セルＩＤに関連する１つまたは複数のチャネル
状態情報（ＣＳＩ）リソースの各々に従って、送信において使用するために利用可能な前
記各仮想セルＩＤを仮想セルＩＤの１つまたは複数のサブセットにグループ化することと
、
　前記サービング基地局によって、前記ＵＥに仮想セルＩＤの前記１つまたは複数のサブ
セットを送信することとを備える、ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ９］　前記各仮想セルＩＤが、復調基準信号（ＤＭＲＳ）スクランブリングＩＤとの
前記各仮想セルＩＤの１つまたは複数の組合せに対応する、Ｃ８に記載の方法。
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［Ｃ１０］　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複
数のネイバリング協調通信クラスタとの各々の中のチャネル状態情報（ＣＳＩ）リソース
の数を半静的に選択することと、
　前記サービング基地局によって、ＣＳＩリソースごとの仮想セルＩＤの最大数を半静的
に選択することと、
　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複数のネイバ
リング協調通信クラスタとの組み合わせられたエリアに関連する仮想セルＩＤの最大総数
を半静的に選択することとをさらに備え、
　ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットを前記識別することが、仮想セルＩＤの前記
最大総数にわたって仮想セルＩＤの前記セットを識別することを含み、
　ここにおいて、各仮想セルＩＤ前記グループ化することが、協調通信クラスタおよび１
つまたは複数のネイバリング協調通信クラスタごとのＣＳＩリソースの前記数に従って、
前記１つまたは複数のサブセットをグループ化することを含む、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１１］　前記１つまたは複数のＣＳＩリソースの各々が、対応するＣＳＩリソースイ
ンデックスに従って識別される、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１２］　仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤが、前記協調通信クラスタ中で
送信される、ダウンリンク共有チャネル通信と、拡張ダウンリンク制御チャネル通信と、
ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）とに対応する、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１３］　前記協調通信クラスタおよび前記１つまたは複数のネイバリング協調通信ク
ラスタの各々が、対応するマクロセル領域に関連する、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１４］　前記協調通信クラスタが、前記サービング基地局のサービングマクロセル領
域に関連する、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］　前記１次セルＩＤが、前記サービング基地局によってブロードキャストされ
た共通基準信号（ＣＲＳ）に対応する、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１６］　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　サービング基地局によって、仮想セル識別情報（ＩＤ）のセットを識別することと、
ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットは、前記サービング基地局によってサービスさ
れるユーザ機器（ＵＥ）が配置される協調通信クラスタ内に配置された１つまたは複数の
送信ポイントと、１つまたは複数のネイバリング協調通信クラスタ内に配置された１つま
たは複数のネイバリング送信ポイントとのうちの少なくとも１つに対応する、
　　前記サービング基地局によって、仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤに関連
する１次セルＩＤに従って、前記各仮想セルＩＤを仮想セルＩＤの１つまたは複数のサブ
セットにグループ化することと、
　　前記サービング基地局によって、前記ＵＥに仮想セルＩＤの前記１つまたは複数のサ
ブセットを送信することとを行うように構成された、装置。
［Ｃ１７］　前記各仮想セルＩＤが、復調基準信号（ＤＭＲＳ）スクランブリングＩＤと
の前記各仮想セルＩＤの１つまたは複数の組合せに対応する、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複
数のネイバリング協調通信クラスタとの組み合わせられたエリアに関連する仮想セルＩＤ
の最大総数を半静的に選択することと、
　前記サービング基地局によって、協調クラスタごとの仮想セルＩＤの最大数に関連する
仮想セルＩＤの最大クラスタ数を半静的に選択することとを行うための前記少なくとも１
つのプロセッサの構成をさらに備え、
　ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットを識別するための前記少なくとも１つのプロ
セッサの前記構成が、仮想セルＩＤの前記最大総数と仮想セルＩＤの前記最大クラスタ数
とにわたって仮想セルＩＤの前記セットを識別するための構成を含む、Ｃ１６に記載の装
置。
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［Ｃ１９］　仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤが、前記協調通信クラスタ中で
行われる、ダウンリンク共有チャネル通信と拡張ダウンリンク制御チャネル通信とに対応
する、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ２０］　前記協調通信クラスタおよび前記１つまたは複数のネイバリング協調通信ク
ラスタの各々が、対応するマクロセル領域に関連する、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ２１］　前記協調通信クラスタが、前記サービング基地局のサービングマクロセル領
域に関連する、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］　前記１次セルＩＤが、前記サービング基地局によってブロードキャストされ
た共通基準信号（ＣＲＳ）に対応する、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ２３］　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　サービング基地局によって、仮想セル識別情報（ＩＤ）のセットを識別することと、
ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットは、前記サービング基地局によってサービスさ
れるユーザ機器（ＵＥ）が配置される協調通信クラスタ内に配置された１つまたは複数の
送信ポイントと、１つまたは複数のネイバリング協調通信クラスタ内に配置された１つま
たは複数のネイバリング送信ポイントとのうちの少なくとも１つに対応する、
　　前記サービング基地局によって、仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤに関連
する１次セルＩＤに従って、および前記１次セルＩＤに関連する１つまたは複数のチャネ
ル状態情報（ＣＳＩ）リソースの各々に従って、前記各仮想セルＩＤを仮想セルＩＤの１
つまたは複数のサブセットにグループ化することと、
　　前記サービング基地局によって、前記ＵＥに仮想セルＩＤの前記１つまたは複数のサ
ブセットを送信することとを行うように構成された、装置。
［Ｃ２４］　前記各仮想セルＩＤが、復調基準信号（ＤＭＲＳ）スクランブリングＩＤと
の前記各仮想セルＩＤの１つまたは複数の組合せに対応する、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複
数のネイバリング協調通信クラスタとの各々の中のチャネル状態情報（ＣＳＩ）リソース
の数を半静的に選択することと、
　前記サービング基地局によって、ＣＳＩリソースごとの仮想セルＩＤの最大数を半静的
に選択することと、
　前記サービング基地局によって、前記協調通信クラスタと前記１つまたは複数のネイバ
リング協調通信クラスタとの組み合わせられたエリアに関連する仮想セルＩＤの最大総数
を半静的に選択することとを行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに
備え、
　ここにおいて、仮想セルＩＤの前記セットを識別するための前記少なくとも１つのプロ
セッサの前記構成が、仮想セルＩＤの前記最大総数にわたって仮想セルＩＤの前記セット
を識別するための構成を含み、
　ここにおいて、各仮想セルＩＤをグループ化するための前記少なくとも１つのプロセッ
サの前記構成が、協調通信クラスタおよび１つまたは複数のネイバリング協調通信クラス
タごとのＣＳＩリソースの前記数に従って、前記１つまたは複数のサブセットをグループ
化するための構成を含む、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２６］　前記１つまたは複数のＣＳＩリソースの各々が、対応するＣＳＩリソースイ
ンデックスに従って識別される、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２７］　仮想セルＩＤの前記セットの各仮想セルＩＤが、前記協調通信クラスタ中で
送信される、ダウンリンク共有チャネル通信と、拡張ダウンリンク制御チャネル通信と、
ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）とに対応する、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２８］　前記協調通信クラスタおよび前記１つまたは複数のネイバリング協調通信ク
ラスタの各々が、対応するマクロセル領域に関連する、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２９］　前記協調通信クラスタが、前記サービング基地局のサービングマクロセル領
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域に関連する、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］　前記１次セルＩＤが、前記サービング基地局によってブロードキャストされ
た共通基準信号（ＣＲＳ）に対応する、Ｃ２３に記載の装置。
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